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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
た
な
希

望
の
年
を
清
々
し
い
気
持
ち
で
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ

ま
す
。ま
た
、
昨
年
中
は
、
町
政
各
般

に
わ
た
り
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
６
年
ぶ
り
に
貝
ノ
川
地
区
の

棚
田
キ
ャ
ン
ド
ル
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
町
内
の
各
地
域
に
お
い
て
も

祭
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

活
発
に
行
わ
れ
、
地
域
に
賑
わ
い
が

戻
り
、
活
気
の
あ
る
１
年
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
改
め
て
敬
意

と
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
団

体
が
情
報
交
換
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
課
題
の
解
決

方
法
見
つ
け
る
機
会
に
な
る
な
ど

連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
地
域

づ
く
り
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
自
然
災
害
の
脅
威

を
痛
感
す
る
１
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。元
日
の
能
登
半
島
を
襲
っ
た
地

震
、
８
月
の
日
向
灘
で
の
地
震
、
そ

し
て
台
風
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る

全
国
各
地
で
の
豪
雨
な
ど
、
多
発
す

る
自
然
災
害
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
日
向
灘
で
の
地
震
は
、
気
象
庁

か
ら
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
が
発
表
さ
れ
、
本
町
で
も
地

震
へ
の
備
え
を
確
認
す
る
よ
う
呼

び
か
け
る
な
ど
緊
張
感
が
走
っ
た

地
震
で
し
た
。
防
災
減
災
対
策
は
、

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

で
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
豪

雨
災
害
、
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
こ
れ
ら
自

然
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
ハ

ー
ド
整
備
は
も
ち
ろ
ん
自
主
防
災

組
織
の
強
化
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
お

い
て
も
今
ま
で
以
上
に
強
力
に
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
目
を
向
け

ま
す
と
、
昨
年
は
夏
に
開
催
さ
れ
た

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト

の
皆
さ
ん
や
、
一
昨
年
に
続
い
て
の

大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手
の
活

躍
な
ど
、
私
た
ち
に
大
き
な
感
動
と

元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。特
に
高

知
県
出
身
の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
で

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
櫻
井
つ
ぐ

み
選
手
と
清
岡
幸
大
郎
選
手
、
車
い

す
ラ
グ
ビ
ー
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
池
透
暢
選
手
、
陸
上
女
子
円
盤

投
げ
車
い
す
の
ク
ラ
ス
で
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
鬼
谷
慶
子
選
手
の

活
躍
は
、
高
知
県
民
に
と
っ
て
誇
ら

し
く
子
ど
も
た
ち
に
も
大
き
な
夢

と
希
望
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
も
こ
う
し
た
る
明
る
い
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
交
う
年
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
町
制
20
年
の
節
目
の
年

で
す
。
そ
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
て
産
業
振
興
、
教
育
、
地
域
づ
く

り
な
ど
山
積
す
る
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
津
野
町
で
暮
ら
す
こ
と
が
若

者
の
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る
よ
う

に
、
子
育
て
支
援
や
移
住
・
定
住
な

ど
人
口
減
少
対
策
に
今
ま
で
以
上

に
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
と
し
て
、
元
気
な
集

落
づ
く
り
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
職
員
と
も
ど
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
、
２
０
２
５
年
が
健
康
で

幸
多
き
す
ば
ら
し
い
１
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
年
の
初
め
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

︻
産
業
課
︼

︻
観
光
推
進
課
︼
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総
務
課
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︼

︻
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祉
課
︼
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︻
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︻
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︵
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佐
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田
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拓
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吉
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元
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奈

井
上
　
一
浩

大
﨑
　
陽
子

阿
部
　
学

竹
内
　
祥
悟

高
橋
　
保
博

高
橋
芙
柚
音

森
下
　
翔
太

溝
渕
　
敏
彦

西
森
　
正
浩

池

　

香

高
橋
　
愛
実

高
橋
　
実
里

戸
田
こ
の
実

片
岡
　
毅
司

伊
藤
　
雅
代

松
浦
　
清

平
井
乃
梨
子

嶋
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橋
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松
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文
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子
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香
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夏
海

福
井
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桐
也
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佐

中
山
　
輝
紀

池
田
　
三
男

岡
﨑
　
光
明

久
寿
久
美
子

大
坂
　
清

中
山
　
公
裕

山
本
　
裕
美

鍋
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浩
一

松
岡
　
大
道

久
保
浦
大
貴

鍋
島
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横
山
　
舞
衣

戸
田
　
喜
博

小
林
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池
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明
日
香

西
森
　
雅
人

橋
田
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智

片
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橋
　
梓
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府
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猪
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一
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久
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又
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実

池
　
大
輔
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田
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西
村
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川
西
　
穂
実

節
安
　
澪

高
橋
　
佐
知

磯
田
　
瑞
貴

津野町長

池田　三男

課
　
長
　
補
　
佐
　
兼

長

生

き

応

援

室

長

振
興
監
︵
兼
務
︶

長
生
き
応
援
室
保
健
師

長
生
き
応
援
室
看
護
師

　
　
　
　
　
︵
兼
務
︶
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︻
教
育
委
員
会
︼

︻
認
定
こ
ど
も
園
・
に
じ
い
ろ
園
︼

︻
認
定
こ
ど
も
園
・
さ
く
ら
ん
ぼ
園
︼

謹　　賀　　新　　年
︻
介
護
福
祉
課
︼

︵
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

︻
建
設
課
︼

︻
会
計
管
理
課
︼

︻
姫
野
々
診
療
所
︼

︻
杉
ノ
川
診
療
所
︼

課
　
　
　
長

課
長
補
佐
（
兼
務
）

振
興
監
（
兼
務
）

介
護
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介
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︶
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介
護
支
援
専
門
員

保

健

師

保

健

師

課

長

課

長

補

佐

農

業

土

木

公

共

土

木

公

共

土

木

浄
化
槽
・
庶
務

水

道

林

業

土

木

課

長

出

納

員

所

長
︵
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︶
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︵
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︶
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︶
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︵
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︵
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井
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司
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友
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介
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岡
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司
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司

山
﨑
　
亜
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山
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岡
村
　
晃
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加
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川
田
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男
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野
　
昭
仁
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吉
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大
輔

福
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司

久
保
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仁
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森
部
　
紀
美

西
川
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山
口
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明

吉
村
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梅
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
か
ら
の
能
登

半
島
地
震
を
は
じ
め
各
地
で
の

豪
雨
や
地
震
に
よ
る
災
害
に
心

を
傷
め
る
中
、
県
内
で
の
３
人

の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
誕
生
や
大

谷
翔
平
選
手
の
活
躍
な
ど
が
、

そ
こ
に
差
し
込
む
明
る
い
光
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
方
も
少
な

く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
い
よ
い
よ
今
年
は
、
あ
の﹁
２

０
２
５
年
問
題
﹂
と
言
わ
れ
て

き
た
年
。
国
民
の
５
人
に
１
人

の
割
合
で
あ
る
団
塊
世
代
が
後

期
高
齢
者
と
な
る
こ
と
に
よ
る

深
刻
な
人
手
不
足
や
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
の
課
題
に
立
ち

向
か
う
た
め
に
、
変
わ
ら
ざ
る

を
得
な
い
現
実
が
こ
こ
に
あ
り

ま
す
。
国
で
は
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と

言
い
、
行
政
業
務
を
Ｉ
Ｔ
化
す

る
こ
と
に
よ
り
効
率
化
を
図
り

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
げ

な
け
れ
ば
年
間
最
大
12
兆
円
の

経
済
損
失
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、
実
際
に
本
町
で
取

り
組
む
に
は
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
地
方
創
生
が
議
論
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
若
い
世
代
が
将
来
に

夢
や
希
望
を
抱
け
る
町
に…
と

い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
仕
事
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て

等
、
環
境
や
所
得
向
上
な
ど
の

現
実
的
な
も
の
は
勿
論
、
金
メ

ダ
リ
ス
ト
や
大
谷
翔
平
選
手
の

よ
う
に
華
や
か
な
脚
光
を
浴
び

る
有
名
人
を
輩
出
す
る
な
ど
だ

け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
大

人
で
あ
る
私
た
ち
が
地
方
を
諦

め
ず
希
望
を
持
っ
て
挑
戦
し
続

け
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
も
、
こ

れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

に
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

真
剣
に
向
き
合
い
努
力
や
挑
戦

を
す
る
こ
と
が
新
た
な
展
開
を

生
み
、
必
ず
今
後
の
糧
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
背
中
で
語
れ
る

よ
う
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　
議
会
も
本
町
の
将
来
に
希
望

を
持
ち
続
け
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
え
る
よ
う
、

新
た
な
形
で
町
民
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
具
体

的
に
計
画
中
で
す
。

　
今
年
の
干
支
は
乙
巳
︵
き
の

と
・
み
︶。
努
力
を
重
ね
、
物
事

を
安
定
さ
せ
て
い
く
と
い
う
縁

起
の
良
さ
を
表
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
鋭
い
洞
察
力
と
し
な
や

か
さ
を
持
つ
蛇
の
よ
う
に
、
周

り
を
よ
く
見
、
柔
軟
な
心
と
頭

を
持
っ
て
、
知
恵
を
出
し
合
い
、

本
町
の
新
た
な
可
能
性
を
切
り

開
い
て
い
く
一
助
に
な
り
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
本
町
の
発
展
を
町
民
の
皆
さ

ま
と
共
に
願
い
な
が
ら
、
２
０

２
５
年
が
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
、

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

津野町議会議長

西元　和代

新
年
の
ご
挨
拶

︵
北
海
道
訓
子
府
町
︶
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︻
町
議
会
︼

　
　

︻
高
幡
消
防
組
合
津
野
山
分
署
︼

︻
消
防
本
部
︼

謹　　賀　　新　　年

議

　

　

長

副

議

長

総
務
委
員
長

産
業
建
設
委
員
長

議

　

　

員

議

　

　

員

議

　

　

員

議

　

　

員

議

　

　

員

議
会
事
務
局
長

書

　

　

記

分

署

長

副
分
署
長
兼
葉
山
出
張
所

長（
須
崎
消
防
署
か
ら
派
遣
）

副

分

署

長

隊

長

隊

長

副

隊

長

副

隊

長

分

隊

長

分

隊

長

分
隊
長（
須
崎
消
防
署

か

ら

派

遣

）

分

隊

長

分

隊

長

分

隊

長

副

分

隊

長

副

分

隊

長

副

分

隊

長

副

分

隊

長

隊

員

隊

員

隊

員

隊

員

隊

員

隊

員

副
分
隊
長（
津
野
山
分

署
か
ら
派
遣
）

消
防
課
主
事

西
元
　
和
代

川
上
　
智
子

竹
村
　
博
仁

高
橋
眞
一
郎

石
川
　
寿
朗

大
﨑
　
芳
章

中
山
　
昭
英

大
地
　
真
人

田
中
　
一
孝

大
﨑
　
昭
彦

下
元
佳
乃
子

森
野
　
義
博

横
田
　
圭
祐

坂
本
　
雅
文

大
﨑
　
信
幸

川
上
　
徳
正

川
上
　
聡

明
神
　
正
治

戸
田
　
知
憲

大
野
　
大
将

中
山
　
智
尋

西
田
　
知
洋

永
橋
　
遼

川
田
　
宙
大

矢
野
　
太
紀

西
村
　
雅
哉

大
﨑
　
将
悟

小
橋
　
風
矢

氏
原
　
侑
大

長
永
　
健
宏

森
岡
　
恭
平

中
越
　
健
人

二
宮
　
友
朗

石
元
ひ
か
る

大
﨑
　
裕
樹

西
森
　
泰
我

　11月６日(水)～20日(水)の15日間を「令和６年度健康ふくし週間」として、健康と福祉

に対する理解を深めてもらうための展示会を、総合保健福祉センターにて開催しました。

　９日(土)は料理教室、姫野々城跡ウォーキング、ヨガ教室の体験や、筋肉測定、体脂肪測

定、骨量測定、歯科相談などの健康チェックを実施しました。16日(土)17日(日)では、里楽

と西庁舎で、認知症をテーマにした映画上映を実施しました。

　多くの方に来場していただき、健康や障がい等への関心の深さを感じることのできた一

日となりました。

令和 6 年度　津野町健康ふくし週間

　
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
す
が
、田
中
学
芸
員
の
歴
史
ガ
イ
ド
や
草

花
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
城
跡
を
楽
し
く

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
天
気
も
よ
く
、
歩
く
途
中
か
ら
は
現
在
建

設
中
の
永
野
の
役
場
新
庁
舎
や
、
頂
上
か
ら

は
新
土
居
の
町
並
み
も
見
下
ろ
せ
ま
し
た
。

　「
ひ
と
り
で
も
朝
ご
は
ん
を
作
れ
る
よ
う
に

な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
と
家
族
と
子
ど
も
た
ち
で
料
理
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
回
も
多
く
の
方

に
測
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。結
果
に
つ
い

て
、保
健
師
の
説
明
を
熱
心
に
き
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ヨ
ガ
講
師
の
先
生
か
ら
、椅
子
や
マ
ッ
ト
を

使
っ
た
簡
単
な
運
動
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
身
体
が
す
っ
き
り
し
た
」「
楽
し
か
っ

た
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

姫野々城跡ウォーキング 骨量測定

ヨガ教室料理教室

︻
高
幡
消
防
組
合
須
崎
消
防
署
︼
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防
災
い
ろ
は
︻
11
月
号
︼

防
災
い
ろ
は
︻

〜
新・炊
き
出
し
訓
練
の

　
　
　
　
　
　
　
ス
ス
メ
〜

　
避
難
所
訓
練
で
の
炊
き
出
し

訓
練
の
鉄
板
メ
ニ
ュ
ー
と
言
え

ば
豚
汁
と
カ
レ
ー
。
こ
こ
で
は

視
点
を
変
え
て
ゲ
ー
ム
感
覚
で

行
う
炊
き
出
し
訓
練
を
提
案
し

ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に

は
停
電
と
な
り
、
冷
蔵
庫
に
あ

る
腐
り
や
す
い
冷
凍
冷
蔵
品
か

ら
消
費
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
分
け

合
う
こ
と
を
想
定
し
、
冷
凍
冷

蔵
品
を
持
ち
寄
っ
て
の
メ
ニ
ュ

ー
づ
く
り
か
ら
考
え
る
炊
き
出

し
訓
練
を
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
各
家
庭
に
あ
る
も
の
を
調
べ

リ
ス
ト
づ
く
り
。
A
さ
ん
は
冷

凍
品
５
品
目
、
B
さ
ん
は
冷
蔵

品
５
品
目
、
C
さ
ん
は
野
菜
５

品
目
、
D
さ
ん
は
そ
の
他
５
品

目
︵
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト
ル

ト
な
ど
︶
。
こ
れ
ら
を
写
真
に

撮
り
こ
の
材
料
の
中
で
何
を
作

る
か
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
ま
す

︵
調
味
料
は
制
限
し
な
い
︶
。

こ
の
リ
ス
ト
を
基
に
食
材
を
購

﹁
災
害
及
び
施
設
故
障
時
に
お
け
る
ご
み
処
理
及
び
し
尿

・
浄
化
槽
汚
泥
処
理
の
協
力
に
関
す
る
協
定
﹂
に
つ
い
て

10
月
30
日
に
土
佐
市
役
所
に

お
い
て
、
高
幡
東
部
清
掃
組
合

と
そ
の
構
成
市
町
︵
津
野
町
、

須
崎
市
、
中
土
佐
町
、
梼
原

町
︶
は
、
高
知
中
央
西
部
焼
却

処
理
事
務
組
合
、
仁
淀
川
下
流

衛
生
事
務
組
合
及
び
そ
の
構
成

市
町
村
︵
土
佐
市
、
い
の
町
、

日
高
村
︶
と
﹁
災
害
及
び
施
設

故
障
時
に
お
け
る
ご
み
処
理
及

び
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
処
理
の

協
力
に
関
す
る
協
定
﹂
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
自
然
災
害
や

施
設
故
障
に
よ
る
緊
急
停
止
、

ま
た
、
道
路
の
通
行
止
め
に
よ

る
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
際

に
、
町
民
生
活
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
対
応
す
る
も
の
で
、
非

常
時
に
は
、
相
互
に
処
理
施
設

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。

　
今
後
も
、
広
域
で
協
力
し
て

い
く
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
︵
産
業
課
　
谷
脇
　
吉
貴
︶

︵
経
緯
︶
高
幡
東
部
清
掃
組
合

の
ご
み
処
理
及
び
し
尿
処
理
施

設
に
つ
な
が
る
県
道
で
、
令
和

６
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

に
か
け
て
、
ま
た
、
６
月
中
旬

に
も
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
県

道
は
時
間
規
制
や
通
行
止
め
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、
施
設
へ
の
ご
み
等

の
搬
入
が
停
止
さ
れ
、
組
合
構

成
市
町
に
お
い
て
、
ご
み
収
集

の
中
止
や
一
時
保
管
な
ど
の
対

応
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

入
し
、
避
難
所
訓
練
で
炊
き
出

し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
く
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら

っ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
も
ら

う
と
一
層
楽
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に

は
、
豚
汁
や
カ
レ
ー
だ
け
で
な

く
、
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た

食
材
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
新
・
炊
き
出
し
訓

練
を
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

津
野
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
山
﨑
　
水
紀
夫

※

皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
の
地
域

で
の
防
災
活
動(

自
主
防
災
組
織

活
動)

な
ど
で
、
困
り
ご
と
や
課

題
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課
　
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
３
１
１

11
月
７
日
に
、
四
国
電
力
高

知
支
店
須
崎
営
業
所
長
が
来
庁

さ
れ
、
災
害
の
備
え
と
し
て
、
人

の
動
き
を
感
知
し
て
自
動
で
ラ

イ
ト
が
つ
く
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

の
贈
呈
式
が
本
庁
舎
町
長
室
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
寄
贈
品
は
有
事
の
際
に
備
え
、

大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
各
家
庭
で
も
大
規
模
災
害
発

生
時
に
備
え
、
必
要
な
食
料
品

や
生
活
用
品
な
ど
を
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　︵
総
務
課
︶

〜
四
国
電
力
よ
り

　
防
災
関
連
物
品
を

　
　
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
〜
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〜津野町長選挙についてお知らせ〜

　令和７年２月２６日任期満了による、津野町長選挙の日程は次のとおりです。

津野町長選挙の告示日

（立候補届出日）
令和７年２月１１日（火）

津野町長選挙の投票日

（即日開票）
令和７年２月１６日（日）

　　町長選挙について不明な点がありましたら、津野町選挙管理委員会
（☎５５－２３１１）までお問い合わせください。

　
﹁
人
権
の
花
﹂
運
動
は
、
子
ど

も
た
ち
が
協
力
し
な
が
ら
花
を

育
て
る
こ
と
で
、
生
命
の
大
切

さ
を
実
感
し
、
豊
か
な
心
、
思
い

や
り
や
優
し
い
心
を
育
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
も
町

内
の
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
に

パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
苗
を
配

布
し
ま
し
た
。

12
月
４
日
に
は
津
野
町
人
権

擁
護
委
員
が
東
津
野
中
学
校
を

訪
れ
﹁
自
分
や
お
友
だ
ち
を
大

切
に
し
て
ね
﹂
と
呼
び
か
け
た

後
中
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
が
思
い
や
り

の
心
を
も
っ
て
水
や
り
や
花
の

世
話
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
き
っ
と
美
し
い
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　︵
町
民
課
　
磯
田
　
瑞
貴
︶

思
い
や
り
の
心
を
そ
だ
て
よ
う
﹁
人
権
の
花
﹂運
動

※町長選挙へ立候補を予定している方を対象とした立候補予定者説明会を
下記のとおり行います。

津　野　町　長　選　挙　立　候　補　予　定　者　説　明　会

日　時 　　　　　　　　　　　　場　所 　　　　　　　時　間

令和７年１月１６日（木） 津野町役場本庁舎２階第１会議室 午前１０時～
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津
野
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
猪

俣
美
和
で
す
。　
　

　
津
野
町
に
住
み
始
め
て
も
う

す
ぐ
一
年
に
な
り
ま
す
。
土
佐

弁
が
分
か
ら
ず
四
苦
八
苦
し
て

い
た
日
々
が
懐
か
し
い
く
ら
い

に
、
今
は
す
っ
か
り
言
葉
に
馴

染
み
、
地
域
に
も
馴
染
め
て
き

て
い
る
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
も

親
切
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
地

域
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
数
ヶ
月
は
秋
の

イ
ベ
ン
ト
づ
く
し
で
し
た
！
そ

の
よ
う
す
を
少
し
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
船
戸
の
四
万
十

川
源
流
点
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
町

内
外
か
ら
約
30
名
が
参
加
し
、

四
万
十
川
源
流
点
を
中
間
地
点

と
し
て
約
３
時
間
歩
き
ま
し

た
。
当
日
は
秋
晴
れ
で
絶
好
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
！
自
然
を

感
じ
な
が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間

の
道
の
り
で
し
た
。
リ
ピ
ー
タ

ー
の
方
も
多
く
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
き
っ
か
け
に
津
野
町
に
親

し
み
を
も
っ
て
く
れ
る
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
高
知
市
で
行
わ

れ
た
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
。
津
野

町
は
田
舎
ず
し
や
味
噌
田
楽
、

お
茶
な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
客

さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
三
つ
目
は
、
芳
生
野
地
区
諏

訪
神
社
秋
の
大
祭
。
境
内
で
は
、

一
日
中
神
楽
が
舞
い
、
そ
の
横

で
は
地
域
の
方
の
手
作
り
豚
汁

や
お
汁
粉
が
振
舞
わ
れ
ま
し

た
。餅
撒
き
も
あ
り
、
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
携

わ
る
中
で
感
じ
た
こ
と
は
、
地

域
の
方
が
た
の
　
町
を
元
気
に

し
た
い
！
　
と
い
う
想
い
。
何

か
を
催
す
に
は
必
ず
準
備
が
必

要
で
、
そ
れ
が
な
に
よ
り
も
大

変
。
そ
し
て
継
続
す
る
こ
と
は

も
っ
と
も
っ
と
大
変
。
そ
れ
で

も
絶
え
ず
続
け
て
い
け
る
の

は
、
み
ん
な
で
集
ま
る
と
楽
し

い
ね
、
喜
ん
で
も
ら
え
て
自
分

も
嬉
し
い
な
、
そ
う
い
う
想
い

が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま

す
。自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の

人
も
み
ん
な
元
気
に
し
た
い
！

と
い
う
地
域
の
皆
さ
ん
の
想
い

と
力
強
さ
に
、
私
も
た
く
さ
ん

の
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

▲ふるさとまつりのようす

▲諏訪神社秋の大祭のようす

地
域
お
こ
し
協
力
隊
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ　

猪
俣　

美
和

“

“

　
令
和
６
年
度
高
知
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
の
国
保
保

健
賞
を
津
野
町
健
康
づ
く
り
推

進
団
体
協
議
会
が
受
賞
さ
れ
、

令
和
６
年
11
月
25
日
、
高
知
城

ホ
ー
ル
の
国
保
運
営
協
議
会
委

員
研
修
会
に
先
立
ち
、
高
知
県

か
ら
表
彰
状
が
、
ま
た
国
保
連

合
会
か
ら
は
感
謝
状
と
副
賞
10

万
円
の
目
録
が
、
健
康
づ
く
り

推
進
団
体
協
議
会
の
熊
田
敬
子  

会
長
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
健
康
づ
く
り
推
進
団
体
協
議

会
は
、
平
成
23
年
度
に
発
足
し
、

町
内
の
健
康
推
進
団
体
で
あ
る

﹁
健
康
づ
く
り
推
進
員
﹂﹁
健
康

づ
く
り
婦
人
会
﹂﹁
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
﹂
が
一
つ
に
な
っ

て
、
地
域
住
民
の
健
康
の
保
持
・

増
進
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
町
内
の
健
康
増

進
に
寄
与
す
る
活
動
と
し
て
、

年
３
回
の
協
議
会
や
、
町
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
啓
発
活
動
、
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た

個
別
受
診
勧
奨
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
回
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
国

保
連
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
田
会
長
か
ら
は
表
彰
式
の

謝
辞
に
て
、
今
回
の
栄
誉
を
心

の
励
み
と
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ
て
﹁
健

康
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
﹂
を

目
指
し
て
、
生
涯
を
通
じ
た
町

の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
引
き

続
き
微
力
な
が
ら
精
進
し
て
参

り
た
い
、
と
の
力
強
い
お
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

  (

健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
推
進
団
体
担
当)

国
保
保
健
賞
を
受
賞
！

津
野
町
健
康
づ
く
り
推
進

団
体
協
議
会

︵
コ
ラ
ボ
で
健
康
す
す
め
隊
︶
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　津野町では、高齢者・障がい者・障
がい児の通院や買い物等の移動手段
として、タクシーとバスの料金の助成
を行っています。

〇利用できるタクシー業者が増えま
した！
　令和 6 年 12 月より、津野町の「合同
会社ほっと」による介護タクシーで、
タクシー・バスのチケットの利用が
可能になりました。

合同会社ほっと（介護タクシー）　
　　連絡先 090－7788－0808

令和６年度津野町福祉タクシー・バス利用事業のお知らせ

・介護タクシーとは？
　介護タクシーとは、要介護者や体の
不自由な人が利用するタクシーで、車
いすの方でも利用できるように設計
されています。料金等については業者
さんにご確認ください。
　その他利用できるタクシー業者、バ
ス業者についてはチケットの裏面に
記載しております。4 月、10 月の広報
にも掲載しておりますので、参考にし
て下さい。

【お問い合わせ先】
　介護福祉課　☎62－2313

◆
映
画
上
映
会
の
ご
報
告
◆

　
今
年
も
11
月
の
健
康
ふ

く
し
週
間
の
一
環
と
し
て
、

認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た

映
画
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

上
映
し
た
映
画
は
、
実
際
の

介
護
施
設
を
舞
台
に
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
﹃
僕
と

ケ
ア
ニ
ン
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
と
。﹄で
す
。

　
神
奈
川
県
に
あ
る
介
護

施
設
﹃
あ
お
い
ケ
ア
・
い
ど

ば
た
﹄
は
、
常
に
利
用
者
や

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
笑
い
声

で
あ
ふ
れ
、
訪
れ
た
誰
も
が

﹁
こ
こ
で
過
ご
し
た
い
﹂﹁
こ

こ
で
働
き
た
い
﹂
と
い
う

﹃
す
ご
い
施
設
﹄
で
評
判
で

す
が
、
そ
の
す
ご
さ
の
秘
密

は
﹃
特
別
な
こ
と
は
何
も
し

て
い
な
い
こ
と
﹄
に
あ
り
ま

し
た
。

利
用
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
関

オ
レ
ン
ジ
コ
ラ
ム
　〜
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
〜

係
な
く
、
料
理
を
し
、
気
の

合
う
人
と
散
歩
に
出
か
け
、

昔
話
に
花
を
さ
か
せ
た
か

と
思
え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た

い
さ
か
い
も
あ
り
。
も
の
忘

れ
も
そ
の
ま
ま
丸
ご
と
、
そ

の
人
ら
し
い
暮
ら
し
に
寄

り
そ
っ
て
思
い
あ
う
、
そ
ん

な
何
気
な
い
日
常
が
そ
こ

に
は
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
葉
山
地
区
︵
16
日

土
曜
︶
東
津
野
地
区
︵
17
日

日
曜
︶
の
２
カ
所
で
上
映

し
、
両
日
あ
わ
せ
て
99
人
の

方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
上
映
後
の
皆
さ
ま
の
感

想
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す

❖
笑
顔
が
と
て
も
よ
か
っ

た
。
よ
そ
い
き
で
な
く
、
普

段
の
生
活
︵
日
常
︶
が
す
ば

ら
し
い
。

❖
先
の
こ
と
を
考
え
る
と

不
安
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、

毎
日
元
気
で
い
ら
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
。
笑
顔
の
あ
る

認
知
症
の
方
を
感
慨
深
く

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

❖﹁
み
と
り
﹂と
考
え
ず
、
い

つ
ま
で
も
﹁
自
分
ら
し
く
﹂

と
思
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
施

設
は
、
つ
く
り
た
く
て
も
つ

く
れ
な
い
？
︵
イ
ヤ
、
が
ん

ば
ろ
う
︶
一
人
の
人
か
ら
生

ま
れ
る
、
見
守
り
へ
、
今
日

か
ら
、
今
か
ら
、　
で
き
る

こ
と

が
何
か
？

❖
心
温
か
い
自
然
な
生
活

を
送
れ
て
い
る
理
想
的
な

ケ
ア
ニ
ン
に
感
心
し
ま
し

た
。
人
間
ら
し
く
、
自
分
ら

し
く
一
生
を
終
え
ら
れ
た

ら
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
今

日
の
映
画
が
特
別
で
す
ご

い
！
で
は
な
く
、
あ
た
り
ま

え
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
か

わ
ら
ず
そ
の
人
ら
し
く
、
誰

も
が
支
え
あ
っ
て
笑
い
あ

う
姿
に
、
た
く
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
た
映

画
で
し
た
。

　
認
知
症
を
自
分
事
と
し

て
考
え
、
助
け
あ
っ
て
暮
ら

せ
る
、
誰
に
も
や
さ
し
い
町

は
、
す
ぐ
隣
に
あ
る
身
近
な

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

  

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎

62- 

２
３
１
７

皆
さ
ん
の
感
想
よ
り

“

“
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まだ、がん検診を受けていない方へ・・・広域がん検診のお知らせ
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　令和4年4月1日より開始されましたＨＰＶワクチンの積極的な勧奨の差し控えにより

接種機会を逃した方を対象とするキャッチアップ接種の期間が、1年間延長になりまし

た。

　期間外で接種を受けた場合は全額自己負担となりますので、ご希望される方は、お早

めに接種をお願いします。

　期間延長の対象になる方は、当初の期間中（令和4年4月1日～令和7年3月31日まで）

に１回以上接種した方に限ります。

　

（１） 延長期間

　　　　令和7年4月１日　～　令和8年3月31日までの間

　　　　　

（２） 対象者

　　　　平成９年４月２日から平成20年４月１日生まれの女性

　県外で接種を希望される方は、接種前に申請が必要になりますので、健康福祉課 予防

接種担当までご連絡をお願いいたします。

　

　【お問い合わせ先】健康福祉課（里楽）　予防接種担当　河上　桐也　☎55-2151

　平成31年4月から実施していました風しん抗体検査および予防接種の無料期間が令和

６年度末で終了となりますので、受診をご希望される方は令和７年２月28日までに受診

をお願いいたします。

　受診にはクーポン券が必要です。クーポン券を紛失した方または平成31年4月以降に

他市町村から転入された方（転入前に受診された方は除く）は、健康福祉課予防接種担

当までご連絡ください。

子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）
キャッチアップ接種の期間延長について

対象者

費用

抗体検査

および

予防接種の

受け方

昭和37年4月2日から昭和54年4月1日生まれの男性

無料（クーポン券を持参した場合）

契約のある医療機関、会社の事業所健診で受診できます。

①クーポン券を使って、抗体検査を受けます。

②抗体検査の結果がお手元に届きます。

③検査の結果が「抗体価が十分でない」と判定された方は、

　クーポン券を使い医療機関で予防接種ができます。

※「抗体価が十分である」と判定された方は予防接種は不要です。

風しん抗体検査および
予防接種について（最終）

【お問い合わせ先】健康福祉課（里楽）　予防接種担当　河上　桐也　☎55-2151
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季節性インフルエンザワクチン
定期予防接種の期間延長について

　今冬の季節性インフルエンザワクチンについて、今年度の定期接種の対象者について、

令和 7 年１月 31 日まで接種期間が延長になりました。

　接種をご希望される方は、期間内に接種をお願いいたします。

　上記内容に伴い、津野町子どもインフルエンザ予防接種費用助成（生後６か月から年度

末年齢が１５歳の子ども（中学３年生まで）に対して、インフルエンザ予防接種費用の半

額助成（上限額１，５００円）を行う）の申請期限も延長とします。

（１） 実施時期

　　令和 6 年 10 月１日　～　令和 7 年１月 31 日までの間

（２）申請期限

　　令和 7 年２月 28 日まで

　　【お問い合わせ先】 健康福祉課（里楽）　予防接種担当　河上　桐也　☎55-2151

　高知県内の令和６年度コロナワクチン予防接種について県内では１月３１日をもって

終了します。

　下記対象者かつ今年度、未接種の方で、接種をご希望する場合は、お早めに接種をお願

いいたします。

　今年度より、医療機関での接種となりますので、接種については医療機関へお問い合わ

せください。

　県外の医療機関で接種される場合は、接種前に健康福祉課予防接種担当までご連絡く

ださい。

対象者（①、②のいずれかに該当）

　①６５歳以上

　②６０歳～６５歳未満で心臓・腎臓・呼吸器・ＨＩＶのいずれかの身体障害者

　　手帳 1 級に相当

　　【お問い合わせ先】健康福祉課（里楽）　予防接種担当　河上　桐也　☎55-2151

新型コロナウイルスワクチン
予防接種について（最終）
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昨
年
の
11
月
30
日
に
、
津
野

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
主
体
的

な
学
び
の
姿
を
た
く
さ
ん
の
先

生
方
と
共
有
し
、
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
学
力
向

上
対
策
室
室
長
・
西
留
安
雄
先

生
の
呼
び
か
け
で
﹁
第
５
回

高

知
授
業
づ
く
り
研
究
会

自
主

研
修
会
　
津
野
町
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
　
〜
津
野
町
小
中
学
校
　
合

同
研
究
発
表
会
〜
﹂
が
津
野
町

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
葉
山
小
学
校
、
中
央
小
学
校

の
６
年
生
、
葉
山
中
学
校
、
東
津

野
中
学
校
の
３
年
生
が
葉
山
中

学
校
に
集
合
し
、
授
業
の
よ
う

す
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
葉
山
運

動
公
園
総
合
セ
ン
タ
ー
に
会
場

を
移
し
、
津
野
町
や
各
校
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　
津
野
町
や
近
隣
の
市
町
村
だ

け
で
は
な
く
、
室
戸
市
や
三
原

村
、
兵
庫
県
や
熊
本
県
、
愛
知
県

の
先
生
方
も
来
場
さ
れ
、
参
加

者
は
約
160
名
に
上
る
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
先
生
方
が
こ
れ
か
ら

の
学
び
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
測
の
困
難
な
未
来
を
生
き

る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
た
く
さ

ん
の
情
報
か
ら
何
が
重
要
か
を

判
断
し
、
自
分
か
ら
課
題
に
向

き
合
い
、
周
り
の
方
と
関
わ
り

合
い
、
協
働
し
な
が
ら
よ
り
良

い
も
の
を
生
み
出
し
て
い
く
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
そ
れ
ら
の
力
を

育
成
し
て
い
く
た
め
に
日
々
の

授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん
、
学
校
だ
け
で
な

く
ご
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
子

ど
も
た
ち
の
経
験
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
の
力
を
育
む
大
き
な

原
動
力
に
な
り
ま
す
。
今
後
と

も
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
・
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

︵
教
育
委
員
会
　
三
上
　
由
佳
︶

学
力
向
上
対
策
室
よ
り

　
　
津
野
町
小
中
学
校

合
同
研
究
発
表
会

　
　
　
　
主
体
的
な
学
び
の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た

解決方法を教科書やインターネ
ットで調べ、実験しています。手
順を iPad で撮影し、検証もし
ます。　　　　　（中学校 理科）

グループで話し合って意見を
まとめ、さらに別の友だちに
説明しています。
　　　　　　　（小学校 算数）

津
野
っ
子
漢
字
検
定

１
級
合
格
お
め
で
と
う

葉
山
中
学
校

２
年
　
大
﨑
友
暉
　
さ
ん

２
年
　
德
弘

遥
大
　
さ
ん

愛 の 献 血

令和７年２月４日（火）

時間と場所
　9：30〜11：00　役場西庁
 13：00〜14：00　役場本庁
 15：00〜16：30　
　　　総合保健福祉センター
　　　　　　　　　 「里楽」

                    【お問い合わせ先】

                       健康福祉課（里楽）

                                ☎55 - 2151

︿
年
金
だ
よ
り
﹀

保
険
料
の
後
払
い︵
追
納
︶を
お
勧
め
し
ま
す
！

　
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金

額
が
低
額
に
な
り
ま
す
。
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
の
期
間

は
年
金
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
右
記
の
期
間
の
保
険
料
を
、
後
か
ら
納
付︵
追
納
︶す

る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
に
よ
り
、
所
得
税
・
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、追
納
申
し
込
み
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
知
西
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
８
８-

８
７
５-

１
７
１
７

と
も
き

は
る
た
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津
野
町
教
育
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
28
日
︵
木
︶
に
津
野
町
教

育
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
津
野
町
葉
山
運
動
公
園
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。17

名
の
方
が
参
加
し
、
８
ホ

ー
ル×

３
試
合
の
計
24
ホ
ー
ル

の
合
計
打
数
で
競
い
合
い
ま
し

た
。

　
前
日
の
雨
の
影
響
に
よ
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
状
況
が
悪
い
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
７
名
が
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し
ま
し

た
！

　
接
戦
の
中
、
ス
コ
ア
44
打
で

福
井
康
雄
さ
ん
が
見
事
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

◎
大
会
結
果︵
敬
称
略
︶

優
　
勝
　
福
井
　
康
雄

準
優
勝
　
下
元
　
勇

第
３
位
　
岡
林
　
勝
重

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
津

野
町
葉
山
運
動
公
園
総
合
セ
ン

タ
ー
、
津
野
町
東
津
野
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
を

も
た
れ
た
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

︵
教
育
委
員
会
　
石
田
　
純
也
︶

　
令
和
６
年
11
月
25
日︵
月
︶、
星
ふ

る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
T
E
N
G
U
で
第

３
回
目
と
な
る
、
津
野
山
大
学
講
座

﹁
天
体
観
望
会
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
五
藤
光
学
研
究
所
の

小
澤
祐
二
さ
ん
、
池
澤
侑
美
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
天
文
台
で
星
空
を
観

察
し
、
惑
星
や
星
に
つ
い
て
解
説
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
天
文
台
の
望

遠
鏡
か
ら
は
っ
き
り
と
土
星
や
木

星
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
他
に
も
、
肉
眼
で
夏
の
大
三
角

形
や
秋
の
四
辺
形
な
ど
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
﹁
星
へ
の
興
味
が

湧
い
て
き
た
﹂﹁
詳
し
い
説
明
を
聞

き
な
が
ら
色
々
な
星
を
見
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
﹂
な
ど
の
声
が

あ
り
、
充
実
し
た
講
座
と
な
り
ま
し

た
。

　
津
野
町
に
は
ま
だ
埋
も
れ
た
魅

力
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
の
魅

力
を
津
野
山
大
学
で
町
民
の
方
へ

広
め
て
行
き
た
い
で
す
。

︵
教
育
委
員
会
　
鍋
島
　
友
弥
︶

令
和
６
年
度
津
野
山
大
学
第
３
回
目
講
座

▶
天
文
台
の
望
遠
鏡
で
順
番
に

▶
肉
眼
で
も
美
し
い
星
空
を
観
察

里楽プールよりお知らせ １月２日 ( 木 ) 限定 新春福引１月２日 ( 木 ) 限定 新春福引

1 月 2 日 ( 木 ) は日頃の感謝の気持ちを込めて、ご利用の方、
先着 100 名様にプレゼントが当たる福引をご用意しています。
新年の運動始めは里楽プールへぜひお越しください。

年末年始は 12 月 29 日 ( 日 )～ 1 月 1 日 ( 水 ) まで休館となります。

新年は 1 月 2 日 ( 木 ) より通常通り営業いたします。

【お問い合わせ先】　里楽プール ☎55-2183
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年
末
年
始
に
か
け
て
、
お
寺
や

神
社
へ
お
参
り
に
出
か
け
た
人
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
晦
日
に

除
夜
の
鐘
を
つ
い
て
一
年
間
の
煩

悩
を
払
い
、
元
日
に
は
初
詣
に
向

か
っ
て
今
年
一
年
の
加
護
を
願
え

ば
、
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
何
か

新
鮮
な
気
持
ち
に
な
る
も
の
で

す
。

　
永
野
に
あ
る
聖
音
寺
に
は
と
て

も
古
い
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
聖
観
音
菩
薩
像
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
町
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
千
手
観
音
な
ど

特
別
な
姿
を
し
て
い
る
の
が
観
音

様
の
特
徴
で
す
が
、
聖
観
音
は
人

の
姿
に
近
い
形
を
し
て
い
ま
す
。

聖
観
音
は
地
獄
道
に
苦
し
む
人
々

を
救
う
神
様
と
し
て
厚
く
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
菩
薩
像
は
元
々
、
近
隣
屈

指
の
古
刹
で
あ
る
繁
国
寺
の
御
本

尊
で
あ
っ
た
と
も
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。明
治
初
頭
、
廃
仏
毀
釈
と
い
う

運
動
が
広
ま
り
、
多
く
の
寺
院
が

廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。
繁
国
寺
も

こ
の
騒
動
の
中
、
取
り
壊
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、
何
と

言
っ
て
も
平
安
時
代
か
ら
続
く
古

刹
で
す
。
何
と
か
御
本
尊
様
だ
け

で
も
守
り
た
い
と
、
地
域
の
人
び

と
に
よ
っ
て
運
び
出
さ
れ
た
菩
薩

像
は
数
年
の
流
転
の
後
、
聖
音
寺

に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
繁
国
寺
に
あ
っ
た
際
は
虚
空
蔵

菩
薩
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
言
わ

れ
て
み
れ
ば
こ
の
菩
薩
像
、
蓮
華

茎
を
持
つ
右
手
が
力
強
く
握
り
し

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
虚
空

蔵
菩
薩
の
象
徴
で
あ
る
剣
を
握
っ

て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
虚
空
蔵
菩
薩
は
宇
宙
の
よ

う
に
広
い
慈
悲
と
知
恵
を
持
つ
神

様
と
し
て
知
ら
れ
、
あ
の
空
海
も

厚
く
信
仰
し
て
い
ま
し
た
。

　
古
い
記
録
に
は
﹁
応
安
二
年
︵
１

３
６
７
年
︶繁
国
寺
住
職
、
良
覚
の

作
﹂
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
650
年
以

上
の
昔
か
ら
地
域
を
見
守
っ
て
き

た
菩
薩
様
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

︵
津
野
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
郷
土
資
料
館
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
勝
幸
︶

地
域
を
見
守
る
菩
薩
様

津
野
町
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
㉘

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
で
も
、
申
請
に
よ

り
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
認

定
さ
れ
た
場
合
、
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
を
交
付
し
ま

す
。

　
対
象
者
本
人
ま
た
は
対
象
者

を
扶
養
し
て
い
る
方
で
、
所
得

税
・
住
民
税
が
課
税
の
方
は
、

こ
の
認
定
書
を
確
定
申
告
時
等

に
提
出
す
る
こ
と
で
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

す
で
に
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
交
付
を
受
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者

　
認
定
基
準
日
︵
申
告
対
象
年

度
の
12
月
31
日
、
対
象
年
内
に

死
亡
し
て
い
る
場
合
は
死
亡

日
︶
時
点
に
お
い
て
次
の

要
件
を
満
た
す
方

①
津
野
町
の
65
歳
以
上
の
介
護

保
険
被
保
険
者
の
方

②
要
介
護
認
定
等
の
結
果
が
町

の
判
断
基
準
︵
上
表
︶
を
満
た

し
て
い
る
方

●
認
定
書
交
付
の
手
続
き

　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
担
当

課
で
認
定
の
可
否
を
確
認
し
、

後
日
、
認
定
書
を
郵
送
し
ま

す
。

●
申
請
書
配
布
及
び
提
出
先

津
野
町
役
場
本
庁
舎
、
西
庁
舎

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
里
楽

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼
　
　
　

介
護
福
祉
課
　
明
神
　
司

　
　
　
　
　
☎
62‐

２
３
１
３

要
介
護
認
定
に
基
づ
く

　
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

し
ょ
う
お
ん
じ

は
ん
こ
く
じ

こ
さ
つ

は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

介護認定等の結果（両方の基準を満たす） 認定

要介護１～３

要介護４、５

認知症高齢者の日常生活
自立度Ⅱａ以上

障害高齢者の日常生活自立度
Ａ１以上 

認知症高齢者の日常生活自立度
Ⅲａ以上

障害高齢者の日常生活自立度
Ｂ１以上

知的障害者(軽度・中度)に
準ずる。

身体障害者(３級～６級)に
準ずる。

知的障害者(重度)等に
準ずる。

身体障害者(１級、２級)に
準ずる。
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津
野
町
で
は
、
平
成
30
年
度

に
ご
み
減
量
化
等
検
討
委
員
会

を
設
立
し
、
ご
み
の
減
量
化
に

向
け
た
検
討
・
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
に
町
内
の
小
学
生
４

〜
６
年
生
を
対
象
に
、
ご
み
減

量
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
は
106
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の

都
合
上
、
一
部
で
す
が
作
品
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
全
て
の
作
品
を
津
野

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご
み
減
量
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
紹
介

最
優
秀
賞
　
中
央
小
学
校
６
年

　
　
　
　
　
上
田
　
笑
生
さ
ん

優秀賞　葉山小学校 6 年
　山﨑　莉世さん

優秀賞　葉山小学校 5 年
　久保浦　綾音さん　

特別賞　葉山小学校 6 年
　長山　桜咲さん

特別賞　中央小学校 5 年
　斎藤　優希さん

特別賞　中央小学校 6 年
　中越　桃吾さん

特別賞　葉山小学校 6 年
　岩﨑　柚芽奈さん

特別賞　中央小学校 6 年
　犬飼　心美さん　

　
皆
さ
ん
は
ご
み
減
量
化
の
取

り
組
み
で
あ
る
３
Ｒ
の
ひ
と
つ

﹁
リ
ユ
ー
ス
﹂
の
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

　
リ
ユ
ー
ス
は
、
捨
て
る
予
定

の
物
で
、
ま
だ
ま
だ
使
え
る
物

を
欲
し
い
人
に
譲
っ
て
使
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
り
ご
み
を
減

ら
す
取
り
組
み
で
す
。

　
ご
み
減
量
化
等
検
討
委
員
会

で
は
、
昨
年
度
か
ら
産
業
祭
で

リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
、
こ
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
事
前
に
リ
ユ
ー
ス
品
の
募
集

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
62
点
の
リ

ユ
ー
ス
品
が
集
ま
り
、
11
月
10

日
に
行
わ
れ
た
第
20
回
産
業
祭

で
、
そ
の
内
31
点
を
希
望
者
に

引
き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
引
き
取
っ
て
い
か
れ
た

方
々
か
ら
は
﹁
こ
れ
欲
し
か
っ

た
が
よ
﹂﹁
ま
だ
ま
だ
使
え
る

の
に
﹂
と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の

抑
制
は
、
地
球
温
暖
化
の
抑
制

に
も
繋
が
り
ま
す
。
３
Ｒ
は
身

近
な
暮
ら
し
の
中
で
誰
に
で
も

で
き
る
取
り
組
み
で
す
。
３
Ｒ

を
実
践
し
て
環
境
に
や
さ
し
い

生
活
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

︵
津
野
町
ご
み
減
量
化
等

　
　
　
　
　
　
検
討
委
員
会

　
　
産
業
課
　
浦
口
　
拓
人
︶

「３R」
リデュース…物を大切に使いごみを
　　　　　　減らすこと。
リユース…使える物を再使用すること。
リサイクル…ごみを資源として再び
　　　　　　利用すること。

ご
報
告　

リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
の
結
果

に
こ
り

り　せ

あやね

ろうさ

ゆうき

とうご

ゆ  め  なこはる
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津
野
町
長
寿
公
園
の
桜
並
木
の
手
入
れ
を
し
ま
し
た

　
高
知
県
森
と
緑
の
会
津
野
町

支
部
で
は
﹁
緑
の
募
金
﹂
を
活
用

し
て
、
町
内
の
桜
の
て
ん
ぐ
巣

病
感
染
状
況
の
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
昨
年
度
は
、
津
野
町
芳
生

野
の
国
道
439
号
線
沿
い
の
桜
並

木
の
手
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
11
月
23
日
︵
土
︶

に
、老
人
ホ
ー
ム
高
原
荘
に
隣

︵
接
す
る
長
寿
公
園
の
桜
並
木

の
手
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
て
ん
ぐ

巣
病
と
い
う
樹
木
の
伝
染
病
に

罹
り
や
す
く
、
罹
患
す
る
と
枝

の
先
が
細
か
く
枝
分
か
れ
し
、

ほ
う
き
の
よ
う
な
形
と
な
り
、

き
れ
い
に
花
が
咲
か
な
く
な
り

ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
周
囲
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
も
伝
染
す
る

た
め
、
枝
を
除
去
し
、
焼
却
処
分

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
日
の
作
業
で
は
、
樹
木

医
の
野
島
幸
一
郎
先
生
の
指
導

の
下
、
高
知
県
森
と
緑
の
会
津

野
町
支
部
︵
産
業
課
︶
と
、
高
原

荘
の
職
員
、
県
内
で
緑
化
活
動

を
行
っ
て
い
る
高
知
県
緑
サ
ポ

ー
タ
ー
会
の
会
員
ら
約
20
名
が

参
加
し
て
、
罹
患
し
た
枝
の
剪

定
等
の
手
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。

　   

︵
産
業
課
　
高
橋
　
春
芽
︶

﹁
緑
の
募
金
﹂
の
お

礼　
10
月
１
日
か
ら
１
ヶ
月
間
、

秋
期
﹁
緑
の
募
金
﹂
活
動
を
行

い
、
皆
さ
ま
の
善
意
に
よ
り
、

１
８
１
，
４
０
０
円
の
募
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
理
解
ご

協
力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、

公
益
社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑

の
会
を
通
し
て
、
地
域
の
緑
化

活
動
や
子
ど
も
た
ち
の
森
林
環

境
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

︵
緑
の
募
金
は
﹁
緑
の
募
金
に

よ
る
森
林
整
備
等
の
推
進
に
関

す
る
法
律
﹂
に
基
づ
く
募
金
で

す
︶

︵
公
益
社
団
法
人 
高
知
県
森
と

緑
の
会
　
津
野
町
支
部
長
　
池

田
　
三
男
︶

▶
手
入
れ
の
よ
う
す

イ
チ
ョ
ウ
ま
つ
り
　
２
０
２
４
　
開
催
！

　
11
月
17
日
︵
日
︶
に
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー﹁
奥
四
万
十
の
郷
﹂で
、

﹁
イ
チ
ョ
ウ
ま
つ
り
２
０
２
４
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
チ
ョ
ウ
ま
つ
り
は
、
郷
地

区
の
人
々
が
津
野
町
に
訪
れ
る

観
光
客
、
学
生
や
地
域
活
性
化

に
取
り
組
む
方
た
ち
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
地
域
の
輪
・
つ
な

が
り
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し

て
昨
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
郷
地
区
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
大
イ
チ
ョ
ウ
の
木
を

囲
み
な
が
ら
、
う
ま
い
も
の
市

の
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、

ビ
ン
ゴ
大
会
や
富
く
じ
付
き
の

も
ち
投
げ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
、
オ

カ
リ
ナ
演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

葉
山
中
学
校
音
楽
部
に
よ
る
演

奏
が
あ
り
ま
し
た
。
葉
山
中
学

校
音
楽
部
は
３
年
生
引
退
後
、

初
め
て
１
・
２
年
生
だ
け
で
演

奏
を
行
い
ま
し
た
が
、
力
強
く
、

き
れ
い
な
音
色
が
郷
地
区
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。

　
う
ま
い
も
の
市
で
は
、
郷
地

区
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
る
地

元
の
美
味
し
い
も
の
を
は
じ
め
、

町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
出
店

者
が
集
い
ま
し
た
。

　
小
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た

お
菓
子
ま
き
や
富
く
じ
付
き
の

も
ち
投
げ
に
は
た
く
さ
ん
の
方

が
参
加
し
、
大
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

　︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
梓
︶
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﹁
フ
ァ
ー
ム
・
円
心
﹂
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
︻
農
業
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修
︼

津
野
町
農
業
委
員
会
は
、
11
月

26
日
に
兵
庫
県
上
郡
町
で
、
令
和

７
年
度
か
ら
始
ま
る
﹁
地
域
計
画
﹂

に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

農
事
組
合
法
人
　
フ
ァ
ー
ム
・

円
心
　
河
野
雅
晴
代
表
理
事
の

取
り
組
み
を
学
び
ま
し
た
。

　
約
90
分
の
講
話
の
中
で
、
地
域

の
将
来
を
案
じ
て
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
、
農
家
の
多
数
が

農
作
業
の
受
託
や
農
業
機
械
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
希
望
が
い
る
こ

と
を
把
握
。
農
地
の
集
約
化
、
法

人
化
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
。
組
合

財
政
健
全
化
の
た
め
、
経
費
節

減
。﹁
定
年
退
職
者
が
会
社
に
再

任
用
さ
れ
な
く
て
も
当
組
合
で

働
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
﹂
な
ど
と
力
説
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
法
人
活
動
だ
け
で
な

く
、
自
治
会
と
の
連
携
を
図
る
た

め
﹁
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
﹂

を
活
用
す
る
な
ど
柔
軟
な
発
想

と
行
動
力
に
頭
が
下
が
り
ま
し

た
。

　
時
折
横
殴
り
の
雨
が
降
る
な

か
現
地
視
察
。
津
野
町
に
は
な
い

広
大
な
農
地
を
前
に
﹁
地
域
農
業

の
将
来
を
真
剣
に
考
え
、
真
摯
に

取
り
組
む
姿
勢
﹂
に
言
葉
に
な
ら

な
い
感
情
が
こ
み
上
げ
て
き
ま

し
た
。

︵
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
西
森
　
健
一
︶

農地を耕作目的で売買、貸借する制度が変わります

令和７年４月１日以降（又は地域計画策定後）

① 相対の売買、貸借は

　　　農地法第３条による農業委員会の許可になります。

　　　利用権設定は廃止されます。

② 今後は農地中間管理機構を通じての貸借が中心となります。

地主 耕作者
農地中間管理機構
（高知県農業公社）　

【お問い合わせ先】津野町農業委員会　西森　健一　☎５５-２０２１

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
我
が
国

の
農
林
業
の
生
産
構
造
や
就
業

構
造
、
農
山
村
地
域
に
お
け
る

土
地
資
源
な
ど
農
林
業
・
農
山

村
の
基
本
構
造
の
実
態
と
そ
の

変
化
を
明
ら
か
に
し
、
農
林
業

施
策
の
企
画
・
立
案
・
推
進
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
統
計

を
作
成
し
、
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
５
年
ご
と
に
行
う
調

査
で
す
。農
家
や
林
家
、
会
社
や

集
落
営
農
な
ど
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
農
林
業
経

営
体
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
１

月
〜
２
月
下
旬
頃
ま
で
、
皆
さ

ま
の
地
域
を
調
査
員
が
調
査
に

伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご

理
解
・
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　︵
総
務
課
　
戸
田
　
喜
博
︶

農
林
業
セ
ン
サ
ス

︵
農
林
業
経
営
体
調
査
︶に

　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

▲現地視察 ▲研修のようす
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

181716

23 2524

15

22

食改・健康ウォーキングのお知らせ
　　日　　時：令和７年１月10日（金）午前9 : 00～
　　コ ー ス：新土居　二又
　　集合場所：二又口
　　持 ち 物：飲み物・帽子・タオル等
　　どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

4

く ろ し お 病 院

　【お問い合わせ先】 津野町食生活改善推進協議会　田中　淳子　☎090-7576-4350

111098

く ぼ か わ 病 院

県立巡回図書
と　き：午前10時20分〜11時50分

ところ：町立図書館かわうそ館

ちっちクラブ
と　き：午前９時〜10時30分

ところ：町立図書館かわうそ館

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）
毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間
　　　12月27日~1月3日まではお休みです。

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

32

人権・行政相談
と　き：午前10時〜午後３時　
ところ：西庁舎

幼児健診
と　き：個別にご案内します　
ところ：総合保健福祉センター里楽

乳児健診
と　き：個別にご案内します　
ところ：総合保健福祉センター里楽

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院

1
歩け走ろう運動
受　付：午前８時
ところ：葉山小学校

1/1〜1/5
可燃ごみ収集お休み
（町内全域）

津野消防出初式
と　き：午前10：00〜
ところ：鳴川グラウンド

20歳を祝う会
と　き：午後１時〜
ところ：葉山運動公園総合センター

く ろ し お 病 院

30 3129

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

納付期限
国民健康保険税７期

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分

ところ：西庁福祉交流センター
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19

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

くろしお病院

21

くろしお病院

28

20

2726

6

55-2230（総合センターで受付）

7

高 陵 病 院

くろしお病院

5

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

西地区（東津野地域）
不燃ごみ・粗大ごみ

12

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

不燃ごみ・粗大ごみ

可燃ごみ通常収集

開始

高 陵 病 院梼　原　病　院

すくすく広場・おひさま広場

おひさま広場　ところ：さくらんぼ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　1月21日、23日、28日、30日

すくすく広場　ところ：にじいろ園

　　　　　　　と　き：午前9時30分～午前11時

　　　　　　　1月14日、16日、21日、23日、30日

行事や感染症の発生状況により変更する場合があります

東地区（葉山地域）

くぼかわ病院 高 陵 病 院

くろしお病院くぼかわ病院 梼　原　病　院

くろしお病院

13 14

口座振替
国民健康保険税 7 期

１月１月

と　き：第１・３土曜日
　　　　午前11時30分
　　　〜正午
ところ：津野町立図書館

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場本庁・西庁の無人回収場所で、
毎日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。
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訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

久
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兵
庫
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大
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文
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寄
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い
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次
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ゃ
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飛
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や
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神
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ひ
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う
げ
に
百
笑
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噛
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の
子
の
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若
々
し

湯
た
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ぽ
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湯
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捨
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仰
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不
入
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よ
か
っ
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ね
悲
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達
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Ｊ
３

男
女
同
権
習
ひ
て
八
十
路
み
か
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剥
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美
し
き
物
に
北
山
谷
間
よ
り
湧
き
出
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ご
と
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隣
村
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黄
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や
ま
ぶ
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流
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よ
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︵
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︶

お
め
で
た
と

お
く
や
み

ＮＥＰＰＵ　

ＬＩＶＥ２０２４

な
　
い

ど
　
め

ジ
ェ
イ
ス
リ
ー

広報 つのちょう 20

訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

死　　　　亡

地
区
名

氏
　
　
　
名

年
齢

死
亡
年
月
日

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
届
け
出
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

芳
生
野
奈
路

老
人
ホ
ー
ム（
葉
山
）

新
田
２
班

老
人
ホ
ー
ム（
葉
山
）

枝
ケ
谷

西
黒
川

姫　

上

西
黒
川

秀　

平　
　

幸

大　

島　

正　

美

上　

田　

敏　

一

村　

上　

和　

子

𠮷　

門　

延　

子

  　

岡　

直　

廣

岡　
　
　

夏　

美

　
　

岡　

輝　

夫

ご
冥
福
を
祈
り
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

98104708281899286

Ｒ
６
・
10
・
27

Ｒ
６
・
11
・
８

Ｒ
６
・
11
・
13

Ｒ
６
・
11
・
14

Ｒ
６
・
11
・
14

Ｒ
６
・
11
・
16

Ｒ
６
・
11
・
26

Ｒ
６
・
11
・
30

出生

山
﨑　

雄
樹

地
区
名

氏
　
　
　
名

生
年
月
日

保
護
者
名

す
こ
や
か
な
ご
成
長
を
お
祈
り
し
ま
す
。

Ｒ
６
・
11
・
19

す　
　

あ

上
井
田

山　

﨑　

透　

空

︵
敬
称
略
︶

　
町
内
外
で
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
に
よ
る
﹁
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ
　
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

２
０
２
４
﹂が
11
月
30
日
、
町
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
町
内
外
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
愛
好
家
の
交

流
の
場
と
し
て
同
実
行
委
員
会
が
主
催
、
平
成

29
年
に
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
た
年
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
で
４
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
町
外
か
ら
は
置
戸
町
民
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
﹁
置
戸
山
神
太
鼓
愛
好
会
﹂、
北
見
市
内
の

高
校
生
バ
ン
ド
、
十
勝
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
バ
ン
ド
な
ど
、
町
内
の
グ
ル
ー
プ
も
含
め
て

９
組
が
出
演
、
約
120
人
が
来
場
し
、
出
演
者
と
観

客
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
、
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
は﹁
知
人
が
出
演
す
る
の
で
、
声
援
を

送
り
に
来
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の

演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
後
も

ぜ
ひ
、
継
続
し
て
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
﹂と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園

さ
く
ら
ん
ぼ
園

﹃
地
域
の
方
と
一
緒
に
作
っ
た

　
　
　
芋
煮
汁
お
い
し
か
っ
た
よ
♪
﹄

　
11
月
22
日
︵
金
︶
に
、
民
生
児

童
委
員
さ
ん
や
祖
父
母
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
収

穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ
て

芋
煮
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
芋
煮
会
で
は
、
幼
児
組
の
子

ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
に
さ
つ

ま
い
も
の
洗
い
方
を
丁
寧
に
教

え
て
も
ら
っ
た
り
、
食
材
を
切

る
時
に
は
手
を
添
え
て
一
緒
に

切
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
調
理

を
行
い
ま
し
た
。
温
か
い
サ
ポ

ー
ト
の
下
で
、
子
ど
も
た
ち
は

と
っ
て
も
楽
し
み
な
が
ら
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
羽
釜
を
使
っ
て
ふ
か
し
芋
も

作
り
ま
し
た
。
作
業
を
進
め
て

い
く
中
で
、
経
験
豊
富
な
地
域

の
み
な
さ
ん
か
ら
火
を
焚
く
薪

の
サ
イ
ズ
や
、
水
の
加
減
な
ど

色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
新
し
い
知
識
を
学
ぶ
機
会

に
も
な
り
ま
し
た
。

　
調
理
が
終
わ
っ
た
後
に
は
園

訓
子
府
町
文
化
交
流
作
品
展

　
　
姉
妹
ま
ち
の
季
節
を
感
じ
る
作
品
を
一
堂
に
展
示

庭
で
一
緒
に
遊
び
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
作
っ
た

芋
煮
汁
や
芋
ご
飯
、
ふ
か
し
芋

を
地
域
の
方
と
一
緒
に
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
作
り
、
み
ん
な
で
食
べ
る

芋
煮
汁
は
と
っ
て
も
お
い
し

く
、
お
か
わ
り
す
る
子
ど
も
も

た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
﹁
た

の
し
か
っ
た
﹂﹁
子
ど
も
た
ち
か

ら
た
く
さ
ん
パ
ワ
ー
を
も
ら
い

ま
し
た
﹂﹁
ま
た
、
参
加
し
た
い

で
す
﹂な
ど
、
た
く
さ
ん
感
想
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
芋
植
え
や
芋
掘

り
、
船
戸
地
区
の
遠
足
、
新
田
と

芳
生
野
の
神
祭
な
ど
で
、
地
域

の
方
に
お
世
話
に
な
り
、
交
流

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
も
、
関
わ
っ
た

地
域
の
方
を
よ
く
覚
え
て
い

て
、
園
に
来
て
く
れ
る
と
嬉
し

そ
う
に
駆
け
寄
っ
て
い
く
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
や
行
事
を
通
し
て
、
地
域

の
方
と
つ
な
が
り
を
築
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
姉
妹
ま
ち
訓
子
府
町
と
の
文

化
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、

11
月
18
日
︵
月
︶
か
ら
12
月
１
日

︵
日
︶
ま
で
の
約
２
週
間
、
津
野

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
訓
子
府
町
の
文
化
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作
品
、
約

113
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
作
品

展
に
は
、
訓
子
府
町
の
広
大
な

景
色
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
絵

手
紙
、
キ
ル
ト
、
短
歌
が
並
び
ま

し
た
。ま
た
、
今
年
は
、
リ
ボ
ン

レ
イ
サ
ー
ク
ル
が
作
成
し
た
、

リ
ボ
ン
の
リ
ー
ス
な
ど
が
多
数

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
多
数
の

ご
感
想
は
、
訓
子
府
町
の
文
化

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ま
へ
お
届
け

し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
期
間
中
、
姉
妹
町

訓
子
府
町
で
は
、
津
野
町
の
文

化
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
作
品

を
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
多

く
の
方
が
鑑
賞
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

︵
教
育
委
員
会
　
鍋
島
　
友
弥
︶

▲たくさんのお芋を根気よく洗いました！

▲けむりがいっぱいでてきたよ～
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編
集
後
記

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。今
年
も
広
報
つ
の
ち
ょ

う
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
今
年
の
年
末
年
始
の
休
み
は
長

い
人
で
９
連
休
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

ニ
ュ
ー
ス
で「
奇
跡
の
９
連
休
」と

放
送
さ
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

旅
行
に
行
っ
た
り
、
県
外
か
ら
帰

っ
て
き
た
り
す
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。遊
び
に
行

っ
た
り
、し
っ
か
り
休
ん
だ
り
、リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
気
持
ち
を
新
た

に
一
年
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　（
広
報
事
務
局
）

高
知
県
の
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

広
報
つ
の
ち
ょ
う
も
掲
載
中

令和７年１月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

津野町の人口
（令和６年 11月末日現在）

総人口5,195人(-14）
　男　2,460人(ー7）
　女　2,735人(ー7）
世帯数2,561世帯(ー8）

カッコ内は前月対比

み
ん
な
の
作
品

　
今
月
号
で
は
中
央
小
学
校
の

児
童
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中央小６年 明神　はる 中央小６年 鈴木　生蕗

中央小６年 岩本　凜 中央小６年 戸田　唯稀

中央小６年 犬飼　心美 中央小６年 上田　笑生

中央小６年 三本　麻央 中央小６年 又川　尊真

いぶき

ゆ　まりん

にこりこはる

とうまま　お
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